
２年Ａ組 道徳学習指導案  

平成２８年１１月１５日（火）  

                                 指導者  

 

１ 主題名 内容項目名 生命の尊さ （内容項目番号 D－（１９））  

      （資料名「キミばあちゃんの椿」 出典「私たちの道徳」）  

 

２ 主題設定の理由   

（１）価値について  

   内容項目 D－（１９）は「生命の尊さについてその連続性や有限性なども

含めて理解し，かけがえのない生命を尊重すること。」をねらいとしている。 

   かけがえのない生命を尊重するためには，自らの生命の尊さを考えること

が大切である。今生きていることのありがたさを感じ取ることは他のあらゆ

る生命の尊さを理解することにつながる。ありとあらゆる生命の連続性と有

限性に思いをはせることから生命に対する畏敬の念を持って考える態度を育

てることが求められる。  

   現在，自然体験や人との関わりが希薄になる中で，様々な命あるものとの

接触が少なくなり，生徒は生命の尊さについて実感を持つ機会が減少してい

る。今，自分が生きている中で，自分以外の命あるものとの関係を考えてい

くことは，全ての命につながりがあり，お互いに支え合っていることの貴重

さを考えることにつながる。  

   中学生の時期は健康な生活が当たり前で，自己の生命の尊さを意識するこ

となく，軽率な言動が見られる。世界では一人一人の人間の生命を脅かすテ

ロが多発し，国内においても生命を重く受け止めているとは思えない事件の

報道が見られる。こうした現状を踏まえて，改めて自分が生きていることの

価値について見つめ，自分が生きていく意味を考えることが大切である。  

   以上のことから，あらゆる生命に思いを寄せ，それぞれがかけがえのない

生命を生きていることを考えることを通して，自分の生き方を考えさせたい

と考え，本主題を設定した。  

 

（２）生徒の実態について（２２人）  

   中学に入学以来，日を追うごとに人間関係も良くなってきており，落ち着

いた生活ができている。授業にも前向きに取り組んでおり，道徳の授業では

自分の考えをプリントに記述し，発表することができる。字を書くのに時間

がかかったり，表現することを苦手とする生徒もいるので，個々の進度に合

わせて授業を進めていく必要がある。  

事前調査の結果は以下のとおりである。  

  ① あなたは健康ですか。４とても１５人，３まあまあ５人，２あまり２人  

② 病気になった時，あなたはどんな気持ちになりますか。  

  嫌な気持ち，つらい（各４人），悲しくなる，苦しい，だるい（各３人） 

  つまらない，早く治したい，わかりません（各２人）等  

  ③ 生命について考えることがありますか。１はい１０人，２いいえ１１人  

  ④ 治るあてのない重い病気にかかりました。日によって体も痛みます。  

◎あなたはどんな気持ちになりますか。  

 悲しくなる（６人），嫌になる（３人），最悪，つらい（各２人）  



 

 理由：治るかわからないから，死なないか心配だから（各４人），体が痛

いから（２人）等  

  ⑤ 病気で入院している友達をお見舞いすると，愚痴やうらみ言ばかりを言

っています。  

◎あなたはどんな気持ちになりますか。  

わかりません（７人），嫌な気持ち（４人），悲しい，かわいそう，大変

だと思う（各２人）等  

   ◎愚痴やうらみ言を言う友達に対してどんなことをしますか。  

    わかりません，話を聞く（各５人），ダメだと注意する（３人），放って

おく（２人）  

    理由：励ましたいから（３人），自分にできることだから，話せばいい（各

２人）等  

  ⑥ 生命を大切にすることについて，あなたの考えを書いてください。  

    生命を大切にする（５人），わかりません（４人），生命は大事，生命を

無駄にしてはいけない，誰もが同じ命を持っている，親から与えられた

命だから大切（各２人）等  

 ほとんどの生徒が健康に過ごしていると答えているが，あまり健康でないと

いう生徒も２名いる。病気になった時にはつらく（４名），嫌な気持ち（３名）

になると答えている生徒が多い中で，早く治したいと思う生徒も２名いる。生

命について半数弱（１０名）の生徒が考えると答えているが，考えないという

生徒の方が多く（１１名），生命を大切にすることについて記述していない生

徒が見られる。  

 場面調査で病気で入院している友達が愚痴やうらみ言ばかりを言っている

時の気持ちや友達にどんなことをするかではわかりません（７人）が多く，話

を聞いて（５人）あげたり，ダメだ（３人）と注意したりして，友達を励ます

（３人）などの具体的な行為を想像することができる生徒が少ない。  

 以上のような実態を踏まえて，資料の状況をできるだけわかりやすくとらえ

られるようにして，生命の大切さに迫れるようにしたい。  

 

（３）資料について  

   裕介は病気のために入退院を繰り返し，「生きていても仕方がない」と弱気

になっていた。キミばあちゃんは病弱だった広瀬淡窓が医師の倉重湊の不健

康を理由に，工夫や努力が足りないと助言されたことを話す。広瀬淡窓はそ

の言葉を聞いて，それまでの気持ちを吹っ切って教師の道を歩んだ。裕介は

広瀬淡窓の生き方に触れ，自分の考えが甘かったことに気づく。終末の「生

きることは一と筋がよし寒椿」の句は「最後の最後まで生ききる」椿のよう

に生きたいというキミばあちゃんの気持ちを表しており，かけがえのない生

命を生きることの大切さを考えることができる資料である。  

 

３ ねらい  

  キミばあちゃんの話を聞いて広瀬淡窓の生き方について知った裕介が考えた

ことを通して，かけがえのない生命を尊重する態度を育てる。  

 

 



４ 展開  

学習活動と主たる発問  予想される生徒の反応  時配  支援の手立て・留意点  

１ 健康や病気について

話し合い，生命につい

て考えることをつかま

せる。  

①  あなたは健康です

か。  

② 病気になった時どん

な気持ちになります

か。  

 

③ 生命について考える

ことがありますか。  

 

２ 資料『キミばあちゃ

んの椿』を読み，裕介

の考えたことについて

話し合う。  

 

 

 

① 「生きていても仕方

がない」と裕介が考え

るのはどうしてだろう

か。  

 

 

 

② 広瀬淡窓が医師の倉

重湊からの「愚痴や恨

み言ばかりを並べて見

苦しい。」「まだ工夫や

努力が足りない」と言

われた話を聞いて，裕

介はどんな気持ちだろ

うか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康１５人，まあまあ

５人，あまり２人  

・嫌な気持ち，つらい各

４人，悲しくなる，苦

しい，だるい各３人，

つまらない２人  

・はい１０人  

いいえ１１人  

 

 

 

 

 

 

 

 

・病気で苦しい。  

・すぐに具合が悪くなっ

てつらい。  

・病院を出たり入ったり

で悲しい。  

・こんな生活を一生続け

るのはつまらない。  

・自分が見苦しいと言わ

れているような気持ち

になった。  

・病気がちの淡窓が厳し

いことを言われ自分の

ことのように思った。  

・自分も愚痴を言ってい

ることに気づいた。  

・病気の苦しさから弱音

を吐いていた自分を恥

ずかしいと思った。  

・自分のことを真剣に考

えられていないと言わ

れたようで悔しい気持

ちになった。  

 

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  

 

 

 

 

 

 

７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前調査の結果を紹

介し，普段の生活と

結びつけて考える

ようにする。  

 

 

 

 

 

 

・裕介の気持ちを考え

ることを通して，生

命の大切さを考え

る。  

 

 

 

・病気がちな裕介の苦

しさを捉えること

ができる。  

 

 

 

 

・裕介が広瀬淡窓と同

じような気持ちを

持っていることに

気づき，広瀬淡窓が

倉重湊の言葉から

気持ちを入れ替え

たことをつかませ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

キミばあちゃんの話を聞いて，裕介が考えたことを

話し合い，生命について考えよう。  



③ 「甘かったんだね。

キミばあちゃん，あり

がとう。」と言ってキミ

ばあちゃんの手を握り

しめた裕介はどんなこ

とを考えたのだろう

か。理由をつけて書き

ましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「椿は最後まで生き

きる。」と言って『生き

ることは一と筋がよし

寒椿』という句を「い

いねぇ」というキミば

あちゃんの言葉を聞い

て，裕介は生命につい

てどんなことを考えた

でしょうか。  

 

 

 

３ キミばあちゃんが紹

介した広瀬淡窓の生き

方や五所平之助の『生

きることは一と筋がよ

し寒椿』という句など

から生命を大切にして

生きることについて考

えたことをプリントに

まとめる。  

 

 

４ 自己評価の欄を記入

する。  

・辛抱できない痛みと戦

って教師の道を歩んだ

広瀬淡窓の生き方に心

を打たれた。  

・困難に負けず前に進ん

だ広瀬淡窓のように命

を大切にしたいと思っ

た。  

・万善簿に自分のできる

良いことを考えて白丸

と黒丸を付けた話を聞

き，自分との違いに気

がついた。  

・自分が広瀬淡窓のよう

に命を大切にして生き

ていないことに気づき

情けなく思った  

・冬の寒さを乗り越えて，

きれいな花を咲かせる

椿の生命力を素晴らし

いと思った。  

・広瀬淡窓も椿の花も困

難を乗り越えてひたす

ら生きていることに感

動した。  

・生命を大切にして生き

るのは人も植物も同じ

だと考えた。  

 

・人の命もあらゆる動植

物の命も大切だから，

生命を大切にしたい。  

・生きていく中では困難

があるけれど，かけが

えのない命を大切にし

ていきたい。  

・生命を大切にしてどん

なことがあっても負け

ずに生きていきたい。  

 

・今日の授業の取組につ

いて記入する。  

１３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

 

・プリント  

・自分よりも苦しい立

場にある広瀬淡窓

の人柄に触れて，裕

介が命を大切にし

て生きることに気

づいたことをまと

める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「最後の最後まで生

ききる」ことの大切

さを話すキミばあ

ちゃんの言葉から，

かけがえのない生

命を生き抜くこと

の大切さを理解さ

せる。  

 

 

 

 

・プリント  

◇資料の内容を踏ま

えて自分自身を振

り返り，かけがえの

ない生命を尊重し

て精一杯生きるこ

とについて考える

ことができたか。  

 

 

 

・５段階で自己評価

し，理由を記入す

る。  

 

 


